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学校関係者評価委員会 

記載者 内野 潤 

学校関係者評価委員会報告 

 

  令和５年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

1 学校関係者評価委員 

   河田 昌一郎 （元学校法人拓殖大学常務理事） 

千種 敏夫  （NPO法人日本を美しくする会副会長） 

   大野 憲一    （卒業生） 

 松村 哲郎  （卒業生） 

    

学校より 

    理事長 関川 惠一   校長 上神田 梅雄 

    教員  内野 潤  大山 嵩之 



 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 第１回委員会 令和５年７月１５日（会場 新宿調理師専門学校 ３階教室） 参加委員 河田 昌一郎・千種 敏夫・大野 憲一・松村 哲郎 

令和５年度学校関係者評価委員会 各評価項目について（令和３年度学校自己評価評議） 

1 教育理念・目的・人材育成像 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

校是 
 私達はお預かりした大切な生徒に人としての

倫理と道徳を躾け、調理師として必要な知識と

技能を授け、社会に望まれる人財を養成する。 
 

 「与え、教えがちになってしまう教育」から「生徒自

ら感じ気づかせる教育」への転換を鋭意推進しま

す。生徒が主役になって自ら進んで学ぶ環境の

助成に取り組みます。 

☆倫理と道徳の躾 

 教職員が率先垂範で取り組みます。 

＊躾の三本柱 

 ・元気な返事 ・明るい笑顔の挨拶 ・使う前より

綺麗にする後片付け 

＊あいさつコンテストの実施 

成果発表の場としてシェフグランプリ等にてご披

露します。 

＊入門式、立志式における決意の点呼 

 入学式を入門式、卒業式を立志式と称し、式典

内にて点呼を行います。参列の保護者や就職先

企業の方の前で、決意の返事をご披露します。令

和２年度においてはコロナ禍のため、返事に代わ

り、凛とした所作を重視します。 

食は生きる上での基本・単に調理法を学ばせるのではなく誇りを

もって仕事につけるよう一番大切なことを教えようとする学校であ

ると思う。（河田） 

 

校是は素晴らしいと思います。学校に伺うと学生の元気のよさを

感じます。挨拶もしっかりしており気持ちよく感じます。取り組みの

成果だと思います。（松村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊片付け・清掃について 

 「掃除から学ぶおかげさま授業」として単位を設

け、授業で掃除実践実習をし、掃除を通じた「気

付き」により、仕事の段取りや衛生観念を学びま

す。 

☆知識と技能を授ける 

 生徒が学校を遅刻欠席したら「もったいない」と

思える学校として教職員は授業に工夫を施しま

す。 

 技能としては、校内心磨き選手権・庖丁人選手

権などをシェフグランプリにて一般公開し、生徒の

具体的な到達目標を定め、技術修得に対する競

争心を養います。 

大変すばらしい活動だと評価します（千種） 

 

 

 

２ 学校運営 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆適正な運営 

調理師法の規定に沿い、調理師養成施設指

導要領及び専修学校基準に基づいて新宿学

園寄付行為に明文化した規則に法り学校運

営を健全に行っています。組織運営は、新宿

学園寄付行為において明確に定められてい

ます。 

学校理念に沿った事業計画・予算書を年度

ごとに作成し理事会及び評議員会において

承認を得て進めます。また、実施された前年

度事業についても事業報告・決算として理事

会、評議員会にて報告、承認を得ています。 

☆教職員の育成 

教職員が、学校をより活発に運営し効果の

ある生徒の教導育成が出来るよう、必要な研

教職員の先生は職場経験により差があるのは学校でも会社組

織でも同じです。経験の浅い先生は常に謙虚な気持ちと情熱

を持って生徒と向き合う事が大事だと思います。 

ベテランの先生は常に若い先生の相談に言動を把握しておく

必要があります。（松村） 

 

調理法に定められている要領、基準を守ることは勿論、学ぶ学

生が調理師としての誇りと自覚を備えるよう実践指導されてい

る。（河田） 

 

職員は生徒の鏡です。より良き環境を常に求めて行っていただ

きたい。（千種） 

 



修に派遣し積極的に学びを進めています。 

☆教職員待遇 

仕事に専念できる待遇と環境作りに配慮

しています。 

☆学校運営意思決定・伝達・・・定例会議 

理事長・校長が親密に連絡・報告・相談を

しているので学校の意思決定伝達が明確で

す。毎月の定例会議にて全教職員にて共有し

ています。 

☆情報の共有・報告連絡相談システム・・・

終礼 
教職員が毎日１６時３０分から終礼を行

うことで情報共有、連絡、報告、相談がしや

すい環境が整っているため、様々な案件に対

して学校方針に基づいた迅速な対応が可能

となっています。 

☆教員力向上のために 

①木鶏会 

毎月１回１７：００～１８：００ テーマ

に沿ってお互いの意見を発表し、コミュニケ

ーションをはかります。人が誰でも持ってい

る良心「優しさ」「思いやり」「謙虚」などを

磨くことをで、生徒指導をはじめ、すべての

学校運営について必要な、「人間力」を向上

するとともに、教職員間のチームワークを高

めます。 

②日本を美しくする会主催 清掃活動への

参加 

 毎月第３木曜日６：００～７：００ 歌舞

伎町、新宿駅東口で開催される早朝街頭清

掃、毎月第１日曜日８：００～９：３０ 羽

各法律、労働関係法で監督官庁の指摘を受けないように順法

意識を発揮していただきたいです。（大野） 

 

 

理事長、校長の連携が良く教職員が一体となって学生の為教

育効果を挙げる努力がなされている。（河田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生のレベルより教員のレベル向上が大切であるが実際にはな

かなか取り組めないものですがこの学校では積極的に取り組ん

でいる。しかし最近の働き方改革との関係には注意を要する。 

（河田） 

 

 

木鶏会と清掃活動への参加は有意義な取り組みだと思いま

す。これからも続けてください。（松村） 



田街道清掃などへ参加し「気付き」を」高め

自らの心磨きをします。 

令和２年度はコロナ禍のため、情勢を見なが

ら、可能な限りの参加を 

試みます。 

③調理場研修・派遣 

 生徒を教え導く教員が、常に調理現場での

緊張感を持つために、 

フレンドリー企業を中心とした、調理場での

研修を実施します。 

 

 

 

 

 

 

研鑽を重ねることは大切だと思います、（松村） 

３ 教育活動 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆健全な運営 

調理師養成施設指導要領に基づき、卒業要

件を学則に定め、確実に運営を行っていま

す。 

☆業界に 

望まれる人財育成 

全ての在校生に必要な基本技術を授業内

で修得実現させるカリキュラムを構成し、成

果発表の場として、全校生徒参加の庖丁人選

手権を実施し、競う気持ちを養います。 

☆大地から学ぶ 農と食と命のつながり授

業の取り組み 

 天地の恵みに感謝し、調理師としての食の

向かい方を学ぶ実践授業として積極的に取

り組みます。野外で実践することで、生徒の

技術向上と精神力の向上につながる授業と

心得て行います。 

☆時代に合わせた出席点呼  

実践的教育は高評価。この様子をいかに社会に知ってもらえこ

の学校で学びたいと思ってもらえるか。（河田） 

 

農体験はまさに大地から学び、農と食と命のつながりを知りつつ 

安心、安全な食材を使う重要性を考えるきっかけを与えてくれま

す。（大野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 出席点呼は授業に取り組む姿勢を習慣づ

ける最も重要な躾教育の場として取り組ん

できました。授業開始の１０分前より生徒の

様子を把握しながら丁寧な指導を行ってお

りましたが、十分な間隔を取り、マスク着用

が必須であるコロナ禍においては、アイコン

タクトや日々の体調管理、一人一人の感染予

防対策を通して、心身ともに寄り添った教育

を展開します。 

 また、登校自粛が余儀なくされた期間につ

いては、動画の配信を毎日行い、学びの意欲

を絶やさぬよう実施致しました。 

☆調理実習 

デモンストレーションが実施できない期間につい

ては、各自視聴後に練習ができるような内容の動

画を配信し、日々の食事作りを学びの場とできるよ

う実施しました。 

また、大地から学ぶ農と食と命のつながり授業

では、農作物の手入れをする生徒と手作りかまど

を用いて賄いを仕立てる学生に分かれ、食材と向

き合い、受け入れることで感謝の心の育成に努め

ました。 

 また、コロナ禍でも、成果発表の場を生徒達から

奪わぬよう、感染拡大防止対策を万全にし、作品

展示コンクールと基礎技術選手権を行いました。

行動が制限される中での実施となりましたが、その

分生徒達は想いを高めて取り組むことができまし

た。 

☆感謝の心を育む“おかげさま授業”～掃除から

学ぶ～ 

 前年度までは仕事に取り組む姿勢を身に付ける

 

 

 

 

コロナ過の折、オンライン授業での生徒の体調把握と心の変化

を察することは大変であったろうと思います。（松村） 

 

状況に応じた修正が必要かと思います。（千種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校周辺の街頭清掃は生徒のためでもあり、学校の周りの人

達からも好印象を持たれると思います。 



大切な要素である５Ｓ「整理・整頓・清潔・清掃・

躾」をテーマに授業を行って参りましたが、令和２

年度よりおかげさま授業と名前を改め、感謝の心

を育む取り組みに変革致しました。 

☆飲食サービス業の一員として 

 調理師として料理を作るだけでなく飲食サービス

業の一員を自覚するカリキュラムを構成します。 

 ①「調理接遇講座」躾の徹底をはじめ、お客様

を接遇する仕事の大切さを学びます。 

 ②「スキルアップ講座」インバウンド対応の英単

語コミュニケーションを実践的に行います。 

 

 

 

 

４ 学修成果 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆調理師見習い即戦力の育成 

学校の社会的評価とは、一部の卒業生が調

理師として華々しい活躍をすることでなく、

全ての卒業生が調理師見習いの即戦力とし

て現場から評価され、生業として定着してい

くことであると考えます。その取り組みの成

果として教育課程編成委員会において、本校

は調理師見習いの養成として一番大切な躾

け教育が出来ていると評価をいただきまし

た。 

☆職業定着を目指した就職率 

調理師業界は、入社から３年以内の離職率

が５０％前後になる業界です。調理師を目指

す卒業生を送り出す学校としては、早急に対

応を考えなければならない危機感を持って

います。ただ、就職については、皮肉なこと

に、その高い離職率から業界としては慢性的

真剣に熱心に取り組んでおられることは充分承知しているが優

秀な者はついていけるが優秀な者が全てではないので。理想 

は高く持たせるべきだが現実に合っているか？ 

学生からアンケートを取っていて生かされているか？（河田） 

 

 

 

卒業生が気兼ねなく相談に来るようになれば離職率は多少は

下がると思います。本校は話しやすい環境と関係が出来ている

ように感じます。（松村） 

 

 

 

 



な人財不足であり、様々な条件を望まない限

り心配はありません。従って、就職内定にと

らわれず、職業定着ができる教育の質向上に

取り組まなければなりません。 

☆調理師免許申請指導 

卒業前に国家資格である調理師免許の取得

方法の説明や申請の意義等、指導をしていま

す。また、免許申請に必要な診断書をスムー

ズに取得できるよう、学校と提携している医

療機関にて集団受診を実施しています。 

 

☆適正重視の就職指導 

就職指導は、事務的な無料職業紹介業務を

行うのではなく、生徒との面談を重視しま

す。本人の目標に沿った業界実情を説明し、

将来設計のアドバイスも含め、保護者の意向

を確認しながら活動を進めます。 

☆就職先調理長様の学校理解 

就職の受け入れ現場の調理長様に直接ご来

校いただき、実際に生徒が授業に取り組む様

子を見ていただいた上で、本校の教育指針を

ご理解いただきます。その中で卒業生の定着

実績がある企業を信頼の置ける「フレンドリ

ー企業」として認定し、人事による会社概要

説明と調理師による料理デモンストレーシ

ョンを組み合わせた、オリジナルの学内企業

説明会を開いています。この取り組みは、大

切なお子様を保護者様からお預かりし、本校

にて社会に役立つよう躾け、育成実績のある

「フレンドリー企業」に人財としてお渡しす

る、「手から手へ」の精神に基づいた就職指

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルスの影響で「フレンドリー企業」も経営的に苦し

い企業も多く出てきていると思います。今回の苦境を乗り越えた

「フレンドリー企業」とは良い関係を維持してください。工夫、将来

への展望等、参考になる何かがあると思います。（松村） 

 

 

 

 



針です。 

 

 

 

５ 学生支援 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆日常学校生活から察知する指導 

入学した生徒が全員卒業できるように、教

員が生徒個々の変化を見逃さず、学校側から

相談を引き出す努力が必要です。出席点呼で

は、あいさつ返事の躾教育を徹底すると同時

に、生徒の様子変化をいち早く把握してアプ

ローチすることで悩みの解消につなげてい

ます。 

☆家庭と連携した指導 

学校生活が乱れている生徒は、保護者様が

仕事などで忙しく家庭において実態を把握

してない場合が多く見られます。生活の乱れ

は保護者様と一体になって指導を進めてい

く必要があります。保護者様に生徒の学校で

の様子をお伝えするとともに、家庭での指導

も併せてお願いしています。その過程で再三

の学校指導にも関わらず他の生徒に対して

迷惑を掛ける生徒に対しては、毅然とした対

処を行います。 

☆学生個々の事情相談対応 

経済的困難な生徒に対しては、公的奨学金

機構の紹介や学費延分納許可を教務要領に

沿って対応しています。通学圏外の生徒に

充分になされていると思われる。（河田） 

 

 

 

 

 

学校生活や就職活動は保護者と連携した指導が必要であり、

有効であると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



は、提携している学生寮運営会社３社を案内

しています。 

☆就職活動 

毎年５月に就職活動オリエンテーション

を実施し、就職に対する意識付けを行いま

す。令和２年度は新型コロナウイルスまん延

による緊急事態宣言のため、１ケ月遅れての

スタートとなりました。その後、生徒に対し

て担任および就職指導教員（調理実習担当）

とで個人面談を実施し、保護者の同意も確認

しながら、「手から手へ」の指針に基づき、

きめ細やかな指導により進めていきます。単

なる就職ではなく調理師という職業が一生

の生業となるよう、相談のあった生徒には

「フレンドリー企業」を提案し、会社訪問・

インターンシップを通じて生徒自身が肌身

で感じて企業選択をしています。 

☆思い出に残る学校生活 

 卒業後も母校として愛されるように、沢山

の思い出作りとなるような行事を展開・実施

しています。 

☆担任・副担任制から指導委員会まで 

教員によるクラス担任制をとっています。

担任が生徒の様子を詳しく把握することに

より学校生活の安定を図っています。また、

経験による指導力の差を補うためベテラン

教員を学年主任に配置し、担任の力量だけで

は対応できない案件のフォローをしていま

す。また、毎日行う終礼にて生徒指導におけ

る問題点を教職員間で共有しています。 

☆保護者様の学校理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任・副担任制は良きことだと思います。 

出来れば男女の組み合わせが視野が広がると思います。 

（千種） 

 

 

 

 



保護者様に学校理解をより深めていただ

けるよう、体育祭（どろんこ祭）・調理祭な

どの学校行事や、感謝レストランとして生徒

が運営する食事会へご招待をしています。そ

の上で学校生活に乱れが出た生徒について

は、保護者様にすぐに連絡し一体となって指

導しています。また、毎月学校の様子をお知

らせするクラス通信「手から手へ」の発行、

及び定期試験後には、成績・出席・担任所見

を直接保護者様にお届けしています。 

☆フレンドリー企業による業界を知る授業

の実施 

 就職年度クラス授業として５，６月にフレ

ンドリー企業の人事部より会社説明、調理場

より料理デモンストレーションを実施し、就

職への意識を高め会社訪問へ結び付け活動

を活発にしていきます。令和２年度につきま

しては、６～７月に新型コロナウイルスの状

況を鑑み、三密を避け、安全に配慮しつつ実

施いたしました。 

☆令和２年度学校行事 
 ＊５月２９日 お田植え祭り＆どろんこ祭り  

 ＊９月２７日 稲刈り祭  

＊１０月２１日 被災地訪問活動 

 ＊１１月２１日 収穫祭＆ナイトウォーク 

＊１月７日、８日 保護者感謝弁当 

＊２月１３日 シェフグランプリ（冬の陣）  

＊２月２０日 調理祭 作品コンクール 

＊３月 ９日 社会に巣立つ心構えの講話 

＊３月１３日 志・弁論大会（卒業式）  

＊３月１４日 立志式（卒業式） 

☆学僕制度  本校オリジナルのエリート

養成システム 

調理祭などの学校行事や感謝レストラン等は保護者にとって学

校をより理解し先生方とも話ができる良い機会だと思います。 

（松村） 

 

 

 

 

 

実践体験は大きな糧になります。（千種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 教育環境 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆施設・設備 

調理師養成施設指導要領に従って設備や

教育用具を整備しています。更に専門学校と

して時代に即した設備・用具は毎年精査して

教育上必要不可欠な物に関しては、計画的に

順次揃えています。 

☆フレンドリー企業様との産学連携 

インターンシップは本校の教育指針にご

理解ある「フレンドリー企業」様を中心に依

頼し実施しています。この機会を通じて、就

職につながる生徒もいます。 

☆飲食サービス業として専門学校日本ホテ

ルスクール様との交流授業 

 例年、本校より「和食」、ホテルスクール

様より「接遇」の授業の講師を交換派遣して

います。令和２年度においてはコロナ禍のた

め、授業の実施はかないませんでしたが、交

流は続けております。 

☆防災・安全管理 

例年、新宿消防署のご指導にて全校生徒、

教職員にて総合避難訓練を毎年１回実施し

ています。 

包丁や火を扱う調理は、小さな怪我はどう

しても避けられませんが、器具の安全な取り

扱い方や、お互いの声掛けの周知徹底により

大きな事故や怪我の防止に努めています。 

☆防災備蓄品の完備 

東日本大震災に伴い、防災危機管理の意識を

とても良く整備されている。（河田） 

 

 

 

 

学校の教育指針に理解のある企業とのインターンシップは産学

連携で有効であると思います。（松村） 

 

 

 

 

 

 

万が一に備えた総合避難訓練は大事な取り組みだと思いま

す。（松村） 

 

 

 

 

 

 

 



高めました。万が一に備え、帰宅困難学生に

対して、全校生徒分の非常食、水や毛布の備

蓄をしています。 

☆学びのしやすい環境 

和・洋・中・製菓全て必修授業で取り組ん

でいます。全てのジャンルにおいて専用のデ

モルーム及び実習室を完備しています。令和

元年日本料理デモルーム改装、令和２年中国

料理デモルームを改装。 

調理の学びは科学的要素が強く実際に目

で見て学ぶと効果があがります。そのため、

全ての座学教室において視聴覚器具（プロジ

ェクター・書画カメラ・テレビモニター・映

像再生機器・マイク等）標準装備しています。 

職業実践専門課程において、調理基礎技術

の修得の精度を上げる為、座学教室において

も、授業内で庖丁の素振り練習が出来るよう

に教育用具を整えています。 

☆インターンシップ 

就職後の離職率の高さは、学生生活の甘さ

と社会現場の厳しさとの乖離が大きな要因

だと考えます。卒業まで学内だけの学びだけ

でなく、インターンシップで現場の雰囲気を

感じることで就職に向かう意識変化が起こ

ります。 

専修科１年次 料飲サービス業インター

ンシップ 

リゾートホテルにて数週間にわたり宿泊

を伴うインターンシップを行います。仕事を

しながら掃除、洗濯、食事などの家事を経験

し、仲間との共同生活の中で協調性や忍耐を

 

 

 

学びやすい環境を整えることは生徒、保護者から魅力ある学

校として捉えられると思います。（松村） 

 

和・洋・中・製菓どのジャンルを選択するか、この難題を入学時

に決まることは情報量を持ちあわせていない学生にとっては難し

いことと思います。この難題を必修授業の中で経験しながら最

終的に自分の進みたいジャンルを選択できるのは気持ちに余

裕ができると同時に知識の幅が広がり将来の選択の誤りが減

るという大きなメリットが生まれると思います。（大野） 



感じることで、社会人としての心構えを学び

ます。 

専修科２年次 調理インターンシップ 

 就職に特化したインターンシップを行い

ます。社会に巣立つ覚悟を決めるための学び

につなげます。 

☆生徒の事故・怪我への備え 

生徒の怪我は学生傷害保険に加入して、その

程度に応じて適用しています。 

７ 学生の募集と受入れ 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆学生募集 

ここ数年、入学生の８割強が学校見学に参

加しています。もちろん他校の体験入学にも

参加し、比較検討して、最終的な入学を決め

ています。少子化に伴う入学対象者の減少が

著しいこと、景気動向と高校生の就職が上向

いていることにより、専門学校全体の入学者

が大幅に減少しています。他校との差別化を

更に図り、選ばれる学校作りを常に念頭にお

き運営をしなければなりません。 

☆入学選考 

調理師という職業に興味を持つ生徒に対

しＡＯ入試を行っています。推薦入試につい

ては、推薦基準を明確に募集要項に掲載して

います。一般入試は、面接において調理師と

してやる気を重視して選考しています。 

☆学納金 

在学生のうち約３５％の生徒が奨学金を

借りて進学してきます。少しでも経済的負担

厳しい学生募集はどこも一緒です。ご努力を続けてください（河

田） 

 

入学者数が夜間部は順調だが昼間部は増やす必要があるよ

うに思います。今後の学校経営に関わる問題だと考えていま

す。（松村） 

 

問題点を問題点と捉えず、解決の糸口として捉え、進めていく

ことも出来ると思います。（千種） 

 

 

少子化による影響は学生の募集に大きな影響を与えると思い

ます。そのような社会状況の中で AO入試の採用、学費、学用

品代の軽減等、様々な創意工夫を凝らして学生の興味関

心、受験機会の向上に努力されていると思います。（大野） 

 

 

 

 

 



を軽減するために、学校運営努力により学納

金の軽減を目指しています。 

経済的困難者に対しては、教務要領に従

い、個々に適した指導をします。公的奨学金

の説明及び窓口を行っています。 

入学辞退者に対する授業料等の返還につ

いては、条件を募集要項に明記して入学金を

除く授業料を適正に返還しています。 

☆広報活動 

３６５日いつでも公開授業と称し、通常の

授業日であっても入学希望者には授業風景

や校内の見学を来校またはオンラインにて

実施しています。また、在校生「シャイニン

グスターズ」のアシストにより調理実習や学

校生活の様子を写真等に収めて、わかりやす

い学校案内等に積極的に参加をしてもらっ

ています。 

また、例年、高等学校の先生に本校の取り

組みを周知していただけるよう、家庭科教員

に対する食育教室を実施しています。 

☆AO入試 

ＡＯ入試は、本校が最も大切とする「挨

拶・返事・後片付け」を感じてもらうべく、

挨拶指導、実技試験、１分間スピーチ、学科

試験を行っており、来校またはオンラインに

て試験を実施しています。また入学前から複

数ステップのカリキュラムを構成したプレ

スクールを開催し、本校で学ぶ心構えを養成

しています。 

☆学用品代の軽減 

 学用品は包丁、教科書の貸し出し制を導入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３６５日いつでも公開授業の取り組みは素晴らしいと思います。 

入学希望者も都合の良い時間に見学できるので良いアイデア

だと思います。体験入学に参加してもらうことは重要です。（松

村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



し、平成３１年度より１年次学用品代金を１

４万８千円から８万８千円に大幅に減額し

ました。 

☆学費の軽減 

 卒業までの学費総額を平成３０年度より

夜間部は８８万円に減額しました。また、令

和２年度より昼間部本科（１年制）において

５万円の減額をします。 

☆感染対策 

 コロナ禍における感染対策として来校さ

れる全ての方に、手指消毒のご協力をしてい

ただき体調のすぐれない方の御来校をお控

えいただいております。国内感染拡大時に

は、見学者の方や教職員・在校生を含めフェ

イスガードの着用、検温、靴裏の消毒、校内

の換気など感染対策を徹底し、ご来校いただ

く方が安心して過ごせる環境づくりを実践

しています。 

 

 

 

学費と学用品代の軽減は保護者、生徒にとって朗報であり、

学校を選ぶ際の判断材料にと思います。（松村） 

 

８ 財 務 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆財務基盤 

財務基盤の安定を判断する目安として、消

費収支比率および日本私学共済事業団が示

しているキャッシュフローの推移を参考に

していますが、近年の状況として健全である

と言えます。学校収入は生徒から納入される

入学金・授業料等によるもので、入学生が減

少すればおのずと収入減につながります。安

定的に生徒確保に全力を尽くしていますが、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



それには入学して良かった、卒業して良かっ

たと言われる学校にすべく、「最も素敵な調

理師学校」という目標を掲げ、教職員が一丸

となって目指すことです。本学園は調理師養

成の単科のみのため、社会情勢を常に把握し

ながら、いま生徒が求めているものを探求し

ながら師生同学の精神で学校運営をしてい

ます。現在の財務基盤は、借金がなく安定し

ていますが、より盤石とするため、中長期的

計画をしっかりと立て財務基盤の更なる安

定化を目指していきます。 

☆予算・収支計画 

単年毎に計画し、理事会・評議委員会にて

承認を得て実施しております。校舎の改修、

新規の採用者を含め人件費などの経費増額

はしっかり計画しなければなりません。 

☆監査 

税理士の指導を受けながら会計処理を行

い監事２名による会計監査を行っています。 

☆財務情報の公開 

私立学校法に基づき関係者にはいつでも

閲覧できるよう開示しています。また、学校

情報公開としてホームページから確認でき

ます。 

☆最も素敵な調理師学校へ 

平成２３年に新しく卒業生校長を迎え現

在で１０年目になり、教員の心構えから生徒

指導に至るまで意志統一が順調に進むよう

になってきました。実習指導教員も外来講師

に依頼することが多くありましたが、生徒の

学びは基礎づくりであるとの観点から、専任

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳しい実情化にあって月次決算化も必要かと思います。 

（千種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教員が基礎の徹底を重点的に指導すること

により、外来講師に依頼する授業が少なくな

り、経費的にも負担が少なくなりました。 

☆施設・設備の過渡期からくる改修へ向けた

予算・収支計画 

 校舎竣工２８年を迎え、補修、改築には大

幅な資金が必要となります。今後も業界と時

代の学びニーズも踏まえて計画的に校舎の

改修を進めていきます。そのため生徒確保へ

向けた広報活動の役割は非常に重要なもの

になっています。 

 学生の学ぶ環境を整えるために令和元年

６月に日本料理デモルームを改装し、令和２

年５月には、中国料理デモルームの改装を計

画しました。 

 

 

 

専門の担当者を依頼する必要があると思います。（千種） 

 

９ 法令等の遵守 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆関係法令、設置基準の遵守 

厚生労働省大臣指定の調理師養成施設校

であり、法令遵守を徹底し、その規定された

範囲の中で社会に貢献できる調理師を養成

するカリキュラムを研究し、調理師として必

要な授業を実施していきます。 

☆学校評価 

社会に貢献できる調理師育成については、

時代の流れの中で常に進化させなければな

りません。その中で自己評価は改めて本校の

足元を見直す良い機会であるととらえてお

ります。また、調理師現場からの教育課程編

成委員会と社会の目線からアドバイスいた

精通した人材が必要ではないでしょうか。（千種） 

 

学校・教育関連の法令は開校以来の経験が蓄積されてお

り、厚生労働省はじめ、関係機関との連携により充分順守され

ていることと思います。飲食業界では労働関連法が守られず

多くの問題が起きてきました。労働基準監督署から指摘を受

けないように専門家のアドバイスを受けて労働環境を改善する

努力も必要かと思います。 

 

 

 



だける学校関係者評価委員会から挙がる、よ

り実践的な教育を進めるための改善点に迅

速に対応しなければならないと考えていま

す。 

 

☆教育情報の公開 

これらの過程から構成される学校情報は、

学生や保護者様が安心して学校選択ができ

る重要な要件です。むしろ詳しい内容を知っ

ていただき本校に興味を持っていただきた

くホームページにて公開しています。 

☆カリキュラムの編成 

カリキュラムは毎年精査を行ないます。関

係法令を遵守した上で、ニーズに合わせて必

要と考えられる学びは、オリジナル授業とし

て即取り入れています。 

☆平成２９年 東京都衛生関係職種養成施設

指導調査 

 平成２９年７月４日に調査いただきまし

た。おおむね良く管理していると評価をいた

だきました。 

☆令和２年度 夜間部定員増の申請 

 夜間部の週３日、修業年限２年の変更に伴

い平成３１年度の募集においては定員を満

たしました。募集締め切り後も問い合わせを

沢山いただき、そのニーズに対応するために

夜間部定員増の承認をいただきました。 

☆令和２年度昼間部本科（１年制）学費軽減

の申請 

 昼間部調理師本科（１年制）において学費

総額５万円の減額について申請承認をいた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



だきました。 

10 社会貢献・地域貢献 

自己評価 学校関係者評価 学校対応 

☆社会貢献・地域貢献 

学校法人の性質上、社会貢献・地域貢献は必

然であると考えます。しかし、その活動を通じ

て人様のお役に立つという考えだけではなく、

参加させていただくことで、自分自身が取り組

みの勉強させていただいていることに気付か

なければなりません。まずは教職員が感謝して

取り組むことが大切です。 

☆事前オリエンテーションの必要性 

学生ボランティア活動をはじめとする社会

貢献活動については、事前にオリエンテーショ

ンを行い、活動の主旨を理解させます。また、

活動を通じて生徒自ら心の学びになることを

自覚させ取り組む姿勢をつけてから参加しま

す。 

☆シャイニングスターズ活動 
例年、新宿警察署主催の「若き防犯ボランテ

ィア シャイニングスターズ」として社会貢献

活動に参加しています。令和２年度はコロナ禍

のため、主だった防犯活動はありませんでした

が、警視総監との座談会や防犯講話の聴講など

を実施し、社会貢献意識を高めました。 

☆早朝街頭清掃 
例年、日本を美しくする会主催の早朝街頭清

掃活動（歌舞伎町・新宿駅東口・渋谷）及び羽

田街道おもてなし清掃に学生、教職員で積極的

に参加しています。令和２年度はコロナ禍にお

いて、ほとんど参加はかないませんでしたが、

これまでの学びを生かし、「おかげさま授業」

 

 

 

 

 

 

 

「学生ボランティア活動・シャイニングスターズ活動・早朝清

掃」の活動意義と主旨を生徒に理解させることは大切で

す。体験することにより実感できる教育の場であると思いま

す。（松村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

の取り組みとして７時１５分から学校近隣の

早朝清掃を実施し、コロナ禍でも出来ることを

模索しながら充実を図りました。 

☆被災地訪問活動 
東日本大震災の被災地に向けて訪問活動を

継続して行っています。 

平成２３年 気仙沼 平成２４年 女川町 

平成２５年 南相馬市 平成２６年 南相馬

市 平成２７年 いわき市・常総市 平成２８

年 飯館村平成２９年 飯舘村 平成３０年 

飯舘村 令和元年 飯舘村  

令和２年 飯舘村 

平成２４年度よりこれまでに被災地出身の

学生６名に授業料と寮費を無料で支援し卒業

しています。また、震災から１０年が経過し被

災地支援学僕生の役割は終えたため、平成２７

年度より学僕制度を立ち上げ授業料半額、寮費

無料で未来の調理師リーダー養成のために新

たな支援がはじまりました。現在６名が取り組

んでいます。 

☆その他の活動 
キッズ和食育などの地域食育活動、高校生や中

学生に対する上級学校見学などその他、様々な

社会貢献・地域貢献活動も例年行っています。

令和２年度についてはコロナ禍において、実施

はかないませんでしたが、依頼があればすぐに

実施できるよう、準備物等の確認を行いまし

た。 

 

 

 

被災地訪問活動は形を変えても継続していただきたい活動

です。東日本大震災から１２年が経過し多くの生徒は記憶

が薄れ、忘れかけていることだと思います。（松村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域食育活動において、幼い頃から食に接する機会に触

れることは良いことだと思います。（松村） 


